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出
石
地
域
の
小
坂
地
区
は
、出
石
町
の

北
部
に
位
置
し
、行
政
区
は
13
区
あ
り

ま
す
。農
地
は
約
３
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、出
石
川
を
挟
ん
で
南
北
に
広
大
な
平

坦
地（
標
高
差
２
メ
ー
ト
ル
程
度
）で
水

稲
を
中
心
に
作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
石
川
の
南
側
に
お
い
て
は
、片
間
区

か
ら
鳥
居
区
ま
で
山
裾
に
獣
害
防
護
柵

が
設
置
さ
れ
、被
害
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ほ
と
ん
ど
の
地
区
に
お
い
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、担

い
手
農
家
が
あ
り
、遊
休
農
地
は

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
後
は
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
は
、ま
す
ま
す
加
速
し
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　

農
道
、用
排
水
路
の
維
持
管
理
作
業

（
特
に
草
刈
、水
路
の
泥
上
げ
等
）は
、農

業
者
以
外
の
地
区
の
方
々
の
負
担
を
軽

減
し
、作
業
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、老
朽
化
し
た
用
排
水
路
の
更
新
や
、

排
水
路
の
パ
イ
プ
化
は
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。作
業
し
や
す
い
農
地
を
作
る

こ
と
も
、遊
休
農
地
を
作
ら
な
い
よ
う
に

す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
な
り
、ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、農
業
者
・
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、地
域
農
業・農
地
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

川
﨑　

重
雄
）

　

私
が
担
当
し
ま
す
但
東
地
域
の
「
合
橋

地
区
」
は
4
つ
の
旧
小
学
校
区
が
あ
り
、

行
政
区
は
16
区
あ
り
ま
す
。
農
地
は
約

３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
主
に
水
稲
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
主
な
作
物

と
し
て
は
ピ
ー
マ
ン
、
大
豆
、
ソ
バ
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
と

し
て
、
ま
ず
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
地
域
の
農
地
の
状
況
を
知
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。
合
橋
地
区
の
遊
休
農
地

の
場
所
を
、
図
面
を
参
考
に
現
況
を
少
し

ず
つ
見
て
回
り
ま
し
た
。
感
じ
ま
し
た
こ

と
は
、
営
農
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
る
区

や
、
農
地
を
含
め
多
面
的
交
付
金
事
業
等

に
取
り
組
ま
れ
る
区
は
、
農
地
の
保
全
管

理
・
利
用
も
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
40
年
程
前
か
ら
シ
カ
の
増
頭
に

よ
る
被
害
が
始
ま
り
、
現
在
で
は
イ
ノ
シ

シ
、
カ
ラ
ス
な
ど
鳥
獣
害
の
被
害
が
ひ
ど

く
、
栽
培
意
欲
に
も
影
響
す
る
状
況
で

す
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

補
助
事
業
を
活
用
し
て
「
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
」
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
少
し
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

推
進
委
員
に
な
り
２
年
目
で
す
が
、
昨

年
は
農
業
者
年
金
の
加
入
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
も
あ
り
、
該
当
者
を
訪
問
し
ま
し
た
。

農
業
者
に
と
っ
て
良
い
制
度
で
関
心
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
加
入
を
勧
め
ら
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
益
々
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進

み
、
遊
休
農
地
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

農
家
の
方
や
地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
な

が
ら
農
地
の
管
理
、
利
用
促
進
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

千
原　

武
敏
）
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川﨑推進委員
小坂地区

大原農業委員
小坂地区

大谷農業委員
資母・合橋地区

千原推進委員
合橋地区

片間峠より小坂平野を望む

おいしそうに育ったシイタケ

菌床シイタケ棚

畑・水石地区農地

特産農産物の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの特産農産物を皆さんに知ってもらい、地域農業の振興に役立ててもら
うため、この特集を行っています。今回は“菌床シイタケ”です。
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日
高
町
猪
爪
に
お
住
ま
い
の
吉
岡
友
和

さ
ん
は
、
猪
爪
集
落
の
南
側
に
あ
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の

野
菜
栽
培
の
ほ
か
、
平
成
22
年
頃
か
ら
菌

床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
も
始
め
ら
れ
、
徐
々
に

生
産
規
模
を
拡
大
し
、
日
高
の
特
産
農
産

物
と
し
て
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
内
部
は
、
も
う
一

重
の
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
て
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
保
温
が
徹

底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
と

そ
の
上
の
洗
面
器
の
お
湯
で
温
度
と
湿
度

の
調
節
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

格
子
状
の
棚
に
は
、
約
１
０
０
０
個
の

菌
床
を
並
べ
て
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
毎
日

の
手
入
れ
や
収
穫
が
大
変
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
組
合
が

あ
り
、
共
同
で
菌
床
を
作
り
、
各
組
合
員

が
自
分
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
つ
の
菌
床
（
１
年
間
栽

培
）
で
６
回
か
ら
７
回
シ
イ
タ
ケ
が
収
穫

で
き
る
そ
う
で
、
８
回
以
上
収
穫
す
る
と

採
算
が
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
積
雪
が
何
回

も
あ
り
、
温
度
の
管
理
に
大
変
苦
労
し
た

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
岡
さ
ん
の
シ
イ
タ
ケ
は
、
近
く
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
農
家
棚
と
し
て

販
売
さ
れ
、
安
く
て
お
い
し
い
と
評
判
で

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

（
農
業
委
員　

和
田　

敏
明
）

菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培

農地法等の申請受付日について
　申請受付は、毎月１日から５日です。

（最終日の５日が休業日の場合は翌開庁
日）2021年5月の申請受付日が5月6日

（木）のみとなるため、4月30日（金）を
追加します。

月 申請受付日
4月 1日㈭、 2日㈮、 5日㈪
5月 4月30日㈮、 6日㈭
6月 1日㈫、 2日㈬、 3日㈭、 4日㈮、 7日㈪
7月 1日㈭、 2日㈮、 ５日㈪
8月 2日㈪、 3日㈫、 4日㈬、 5日㈭
9月 1日㈬、 2日㈭、 3日㈮、 6日㈪


